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【計画の概要】

計画の名称 「力みなぎる・やまなし」健全な森づくりと力強い林業振興計画

計画策定主体 山梨県

対象市町村 甲府市、都留市、山梨市、大月市、韮崎市、南アルプス市、北杜市、

甲斐市、笛吹市、上野原市、甲州市、中央市、身延町、南部町、

富士川町、道志村、忍野村、鳴沢村

計画期間 平成 22 年度～平成 26 年度（５年間）

計画の目標 山梨県の人工林資源は充実しつつあり木材として利用可能な段階にあ

るものの、県内の素材生産は林内路網整備の遅れにより林業生産性が低

く事業体の経営も安定しない状況である。このため効率的な林業経営に

不可欠な林内路網を整備することにより、山梨県産材の安定供給の推進

を目標とする。

定量的指標 林道整備により、間伐を中心とした森林整備を推進し素材生産量を増

加させる。

平成 21 年度末素材生産量 165,000m3→平成 26 年度末素材生産量

244,000 m3 

全体事業費 9,205,600 千円（平成 25 年度最終変更後） 

全体事業量 開設 19 路線 30,578m、林道舗装７路線 24,400m、林道改良９路線 13,588m

（H25 変更後） 

【評価の内容】

評価項目 評 価

交付対象事業

の進捗状況

○  林道改良延長については目標値に至らなかったものの、全体的には

計画していた事業量を概ね完了した。

※本県では、平成 22 年度から、道整備交付金等とともに農山漁村地

域整備交付金を活用して事業を実施している。

【交付対象事業進捗状況】 単位：m
目標値
(H22～H26)

実績値
(H22～H26)

達成率

うち農山漁村※１

うち道整備※２

林道開設延長 30,578 37,152 121%
3,492
33,660

林道舗装延長 24,400 26,714 109%
2,212
24,502

林道改良延長 13,588 8,418 62%
722
7,696

計 68,566 72,284 105%
6,426
65,858

※１：農山漁村地域整備交付金
※２：道整備交付金
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事業効果の発

現状況

○  計画的な路網整備の実施により、地域の実情に応じた作業システム

の基盤が整備され、効率的な森林整備が可能な人工林面積が 1,092ha
増加した。

整備可能な人工林面積の推移
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

整備可能な人工林
面積の推移（ha）

250 250 241 218 133 1,092

【参考】

保育・間伐等の森林整備面積の実績値については次のとおり。

【森林整備面積の実績値推移】
平成21年度
（当初値）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

森林整備面積
(ha)

3,083 3,010 3,653 4,620 3,966 3,243

平成21年度
を100とした
場合の割合

100 98 118 150 129 105

出典：「チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

成果目標の目

標値の実現状

況

○ 定量的指標は達成が困難であった。

【定量的指標の達成率】

平成21年度
（当初値）

平成26年度
（目標値）

平成26年度
（実績値）

達成率

素材生産量（m3） 165,000 244,000 156,000 64%

計画していた事業量は概ね完了したが、本県の素材生産量は、国内

外の需給動向の影響を大きく受け、近年、横ばい状況が続いたことか

ら、目標値を達成することが困難であった。

今後の方針 ○  今後においても林内路網の整備や高性能林業機械の導入を進め、地

域の実情に応じた作業システムの構築を促進し、素材生産の低コスト

化・生産性の向上を図り、間伐材を含めた素材生産の増大に取り組む。


